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１．序  

  現代社会における人間の活動は，私たちが
日頃から所持するスマートフォン等からい
つ，どこで，何をしたか，デジタルデータと
して記録ができるようになった．したがって，
前述で挙げたようなデータから大衆の日常
生活における速度変化も定量的に捉えるこ
ともできるようになった．また，災害時には
大衆の行動の傾向はどのように変わるかの
示唆を得ることが期待できるようにもなっ
た．例えば，各地域の産業の発展・衰退を緯
度経度の情報を含んだ時空間情報として考
察ができる電話帳データがある．また，最近
では携帯電話の GPS 位置情報から，人の位
置(緯度経度)だけでなく，移動速度と移動方
向を知ることができるようになった．また，
近年は大衆の移動速度に着眼した研究が登
場しはじめている．経済活動の関係を大衆の
移動速度から解釈する研究では Luis らや
Bettencourtらの研究がある．彼らは都市の人
口と歩行速度の関係に注目し，経済における
生産性の一部として歩行速度をとらえ，歩行
速度が早ければ早い程その地域の経済活性
度は高いと論じた．また，Korsuらは，移動
速度の視点から，都市計画について論じた．
筆者はこの取り組みに参入している現状と
して様々な政治施策が行われ都市開発が行
われていく中で，地方創生・クールジャパン
政策などでコンテンツ産業の過疎地域に対
する導入の取り組みなどが目立つ鳥取県に
おける産業動向に関して時空間的な変動を
捉えるために，スマートフォンにおける位置
情報データの活用を提案し，さらに有効な手
法を検討した．特に本論では，千葉市の文化
施設について，来場者がどこから来たかどの
ように出ているかをスマートフォンが位置
情報データを活用して解析を行った．また，
どのような行政における催しが行われた際
に人々は集まるか，また位置情報においてど

ういった経路で文化施設へ流入し，帰路につ
くのか様々な行事の形式に応じたケースス
タディを得て，2017年 10月における千葉市
における催しに関して時節のタイミング，千
葉市内在住であろう人々と県外の人々の関
心の傾向など考察を得た． 

2. データ 
 本研究では，Agoop社(2009年 4月~)のスマ
ートフォン向けアプリケーションのユーザ
ーのうち，パーミッション(許可・同意)を得
たユーザーから，GPS位置情報を国内外で取
得したデータを活用した．GPSデータを「動
く点」として細やかに把握でき，人の流れと
その傾向をつかめる「ポイント型流動人口デ
ータ」である．期間は 2017年 10月 1日から
31日のデータである．また，千葉県の産業傾
向の近況を得るため電話帳データを活用し
た． 2017年の 2012 年 6 月， 2017年 5月
の 1時点の全国版・業種情報付き電話帳デー
タを用いて分析を行った．電話帳データには
あらゆる店舗・施設(事業所，病院，学校，公
園，福祉施設，医療施設など) の地理空間情
報(住所や業種) が収録されているため，全国
規模で店舗・施設の詳細な時系列的変化を分
析することが可能になる．また，電話帳デー
タは 4 ヶ月毎に更新されるだけでなく，店
舗・施設１件１件についての情報が観測でき
るため，時間的高頻度かつ空間的高精度な時
空間ビッグデータである．さらに，電話帳に
は大企業から法人各を持たない個人事業主
まで幅広く収録されているため，圧倒的に網
羅性の高いデータになる．各店舗・施設は，
業種に応じて 25 の大分類，332 の小分類に
分類されている． 

 
 
 
 



表 2 2017 年 5 月時点の電話帳データの全
国における千葉県の業種割合 

業種名(件数順) 

2017 年春・各業
種の全国における
千葉県の業種割
合) 

2017 年春・各業
種の件数(千葉県) 

飲⾷店 3.36% 28241 

建設業 3.60% 25351 

医療 3.54% 23430 
住まい（エクステリ

ア） 3.99% 22810 

個⼈商店・個⼈事業主 2.81% 15862 

⼩売（⽣活・グッズ） 3.47% 15282 

サービス（その他） 3.24% 14576 

住まい（機器・空調） 3.75% 14302 

⾃動⾞・バイク 2.99% 13770 

製造業 2.40% 13509 

教育・カルチャー 3.75% 12708 

住まい（インテリア） 3.80% 12496 
サービス（美容・ファ

ッション） 3.51% 11887 

不動産業 3.91% 10969 

⾦融・出版・インフラ 3.30% 10682 
⼩売（美容・ファッシ

ョン） 3.24% 10309 

サービス（暮らし） 3.68% 9410 

卸し販売 3.12% 8954 
トランスポーテーショ

ン 3.77% 7551 

公共機関 2.49% 6959 

冠婚葬祭・イベント 3.08% 6780 

⼩売（⾷品・⾷材） 3.08% 6765 

スポーツ・レジャー 3.55% 5703 
⼠業・各種診断・コン

サル 3.00% 4090 

トラベル 2.78% 3961 

⼀次産業 3.58% 2397 
 
 
 
 
表 2 からは，2017 年春の時点において千葉
県は日本全体から捉え直すと卸し住まい・不
動産業・トランスポーテーション・教育・カ
ルチャーなどの業種がやや高い割合を占め
ているが全体の割合としてはほぼ 3-4%の割
合を占めており，極端に突出した業種はない
ことがわかる． 

 

 
図 1 2017 年 10 月における GPS 位置情報を
観測できたユニークなユーザー数(千葉市) 
 
図 1からわかるように金曜日に特にユニー
クなユーザーが観測されやすい傾向にある
ことがわかる．  

 

 
図 2 2017 年 10 月における GPS 位置情報を
観測できたユーザーあたりの平均セッショ
ン数 
 
図 2 からわかるように 2017 年衆議院選挙
があった 10月 22日に極端に平均セッション
数が落ちていることがわかり，社会的な行
事・イベントが発生した際や 10月 29日のハ
ロウィンなどの催しがあった際には全体的
にもセッション回数が減ることが観測でき
た． 



3．分析結果  

本研究では，最初に速度分布の傾向から考
察を得ることにした． 

図 2 2016 年 10 月における渋谷区で GPS 位
置情報を観測できたユーザーの平均速度[2] 
 図 2 からわかるように，特に人流のユニー
ク数が多い渋谷区では土日・祝日に平均速度
が高まる傾向が見られた． 

 
図 3 2016年 4月における熊本市で GPS位置
情報を観測できたユーザーの平均速度[2] 
また，図 3 からは熊本大地震時(4/14-4/16)に
平均速度が極端に落ちる傾向が観測できて
いる．このように先行研究からも，社会的な
イベントや災害などが発生すると速度の観
点からも変化点を捉えることができること
がわかっている． 
それらを応用し，千葉市における傾向も観測
を行った． 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 2017年 10月における千葉市を通過した
GPS 位置情報を観測できたユーザーの平均
速度 
 
図 4からみると，土日祝日付近に速度が若干
早まる傾向はあるが，特に 10月 22日，29日

が早まっている傾向が表れていた． 

 
図 5 2017年 10月における曜日毎の千葉市内
の速度分布(規格化) 
 
 しかし，それぞれの曜日のユニークユーザ
ーの偏りを鑑みて曜日毎に速度分布を観測

したところ，極端な差異はみられなかった． 
そこで，特に，文化行事(スポーツ・イベント・
国際会議)などが盛んに行われる千葉マリン
スタジアムや幕張メッセが存在する千葉市

美浜区における傾向を観測した． 



 
図 6 2017年 10月における千葉市美浜区を通
過した GPS 位置情報を観測できたユーザー
の平均速度 
 
図 6からみると，千葉市美浜区は日によって
平均速度が異なることがわかった．これは付

近施設でのイベントの有無に関わるのでは

ないかと推察した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 7 2017年 10月における曜日毎の千葉市美
浜区の速度分布(規格化) 
 
図 7 からわかるように曜日毎で観測した場
合も，図 5と大差がなかった． 
 
 そこで図 2 と図 4 における千葉市を通過し
た平均セッションに注視し，急激に速度は減

少傾向になった 10月 29日に注視した． 
 

 
図 8 2017年 10月における千葉市美浜区内の
速度分布(規格化)と 2017 年 10 月 29 日にお
ける速度分布(規格化) 
 
 図 8 からわかるように，月間の速度分布と
比べ 2017年 10月 29日はやや中域の速度が
観測された．この日は，幕張メッセで大きな

ハロウィンイベントが開催されていたため

渋谷区と同様な傾向で付近を徒歩で移動す

る人々が多くいただろうことが推察された．

そこで，千葉市を通過する人々がどこからや

ってきているのかをログの前日の最終滞在

地点と翌日の初期地点から考察を得ること

にした． 
 

 
 
図 9 2017年 10月における曜日毎の千葉市内
に訪れたユーザーの起点となった都道府県

の件数(千葉市内から千葉市内の条件のもの
は省いた．) 
 
 図 9 からみると，関東圏内のユーザーの移
動件数が目立っている．	 また，大阪府，福

岡県など政令指定都市からの移動ユーザー

も目立つ傾向にあった． 



 

 
 
 
図 10 2017 年 10 月における曜日毎の千葉市
内に訪れたユーザーの起点となった市区町

村の件数(千葉市内から千葉市内の条件のも
のは省いた．) 
  
 さらに，市区町村レベルでみてみると東京
都でも JR 中央線沿線地域からの移動ユーザ
ー起点が多いことがわかった．また埼玉県川

口市からのユーザーが多いことが特徴的で

あった．図 9，10の考察から 2017年 10月 29
日，千葉市美浜区に訪れたユーザーの起点に

関して考察を得た． 
 

 
図 11 2017 年 10 月における曜日毎の千葉市
美浜区に訪れたユーザーの起点となった都

道府県の件数(千葉市内から千葉市内の条件
のものは省いた．) 
 

 
図 12 2017年 10月 29日における曜日毎の千
葉市美浜区に訪れたユーザーの起点となっ

た都道府県の件数(千葉市内から千葉市内の
条件のものは省いた．) 
 
 図 11 と図 12 を比較すると大多数は類似傾
向にあるが，関西圏からを起点とした移動者

が点在したことがわかった．大きな文化施設

における行事がある，または行事を開催可能

なスペース・文化施設における周辺の移動傾

向，起点などの解析をすることによって，文

化施設に訪れる人々の傾向が GPS 位置情報
データを活用することによって定量的な考

察が得られる期待が持てた． 

4．課題 

 今回は，観測する時間スケールがロングス
パンではなかったためイベント毎の極端な
速度変化に関しては考察は得られなかった．
より長いスパンやプロ野球の試合が盛んな
時期，夏祭りなど行事が盛んな時期との比較
が必要である．本解析を精査することにより
高頻度・細密な市区町村レベルの様々な文化
施設への移動動向に関して，定量的な考察が
得られることを展望とする．そして，都市計
画・地方議会・地方創生など様々な政策決定
における市区町村の変化を詳細に捉え，定量
的に考察していく手法を構築することを目
指す． 
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研究推進事業(実社会対応プログラム)の助成
による． 
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